


目的

　DMP をはじめとする神経筋疾患において,筋の変性崩壊過程が電顕的に微細

構造の変化が明らかにされつつあるが,それに対応する筋構造蛋白の変化も興

味ある問題である.昨年にひき続き筋構造蛋白のパターンをラット骨格筋を用

い、骨格筋の種類,性差,成長,去勢,支配神経切断などによる変化を検討した.

更にヒトの 2-3 の神経筋疾患における成績を得たので報告する.


